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一般財団法人 日本ユースホステル協会

今後、見られなくなる可能性あり
今すぐ行きたい世界の絶景
Youth Hostel  Pick up

屋久島ユースホステル

ここにしかない自然と文化を育む
島とゲストの架け橋を目指して
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と反省したり、実感しましたね。

屋久島はとにかく水の島！とにかく雨が降って、山の自然がドーン

と真ん中にあって、その谷の隙間で人間がこっそり暮らしてきた、と

いう印象です。集落同士の付き合いも昔はそんなに無かったみた

い。今は車で簡単に一周できますが。

意外だったのは、本州っぽい雰囲気だったこと。ガジュマルもある

んだけど、沖縄ともちょっと違っていて、本州で見たような木もいっ

ぱいあるんですよ。標高の高いところからすぐに海に続いていくか

ら、いろんな生態が詰まっているようでした。でも、哺乳類はすごく

種類が少ないんですよ。

「オハラさん」っていう私がすごく好きな屋久島のガイドさんがい

て、その人に色々教えてもらいました。苔とか地質学とか、昆虫とか

にすごく詳しいけど、わからないことは「わからない」ってちゃんと

言ってくれるから信用できる方。あとは妖怪も好きで、民俗学とか

もすごく詳しい人なんですよね。声が森本レオさんみたいで超癒

されるんです（笑）。一緒にルーペを持って、森に入って色々なこと

を教えてもらいました。大きな地図を広げながらブラタモリみたい

に説明してくれたりとか。話を聞くのが楽しかったなぁ。

あとは、おばあちゃんたちに会えたのが良かったですね。中間（なかま）

集落っていうところがあって、そのおばあちゃんたちは、80～90歳のグ

ループが近くの民家に集まって、喋ってくれたり、唄ってくれたのを録音

して、屋久島で製作した楽曲に使わせてもらいました。おばあちゃんたち

が喋っている声は、まるで一匹の動物みたいなんですよね。「ざわざわざ

わざわざわーっ」って全員が話す声が全部繋がっていて。で、ふっと終

わったと思ったら、また風がざわーって吹くみたいに「ざわざわざ

わー」って始まって。ずっとそれを聴きながら昼寝したい感じだった。おじ

いさんやおばあさんとの出会いや交流は、どこの国とか場所に行って

も、本当に嬉しい。年々そういう気持ちが強くなってきています。

またインドに戻りたいかなぁ。次は歌を習いに行きたいですね。

あー、でも他にもめちゃくちゃいっぱいあるな……。中国の雲南省

にも行きたい。それも目的は歌なんですけど。音楽とか祭が見れた

り、ナーガ族とかのライチョウ祭とか。国内だと岐阜県の「郡上おど

り」に行く予定なんだけど、それも私の中では結構同じ感じですか

る」と思ってやっているんですよね。なんというか、「未来はこういう感覚

でコミュニケーションを取り合う都市ができたらいいよね」ってことを

数日間だけ仮に出現させるみたいなことだと思うんですよ。ただの非

日常のお祭りってことよりも、私はそういうタイプのイベントが好き。２

～３週間みんながそこに寝泊まりしていろんな音楽を見ていると、私

が今やっていることと、やりたいことがかけ離れているなっていうこと

をニュートラルに見られる。

旅を通じて外側の世界がどうなっているのかを知ると、普段自分が包

まれている環境の中に余裕が出てくるんですよね。その環境の中で囚

われずに生きることもできるから、今までと同じことをやるにしても、全

然「強さ」が違う。そんなことに気づかされます。だから、旅はどんどんす

るべきだと思う！決して旅人になれって訳じゃなくって、例えばサラリー

マンを続けるのでも良いんだけど、外に出て色々見て、感じて、どこで誰

がどんなことをしているかを知った上で、自分が今やっていることをも

う一度振り返る。それで自分の現状を「イエス」と感じられたら今の仕事

を続けたらいい。戻った時、それまでと仕事の力強さが違うと思う。

2019年の1月に滞在した南インドは、初めて行ったのにすごく故郷

（ふるさと）って感じがしました。東京で故郷をロストした感じってい

うのが、南インドに行った瞬間に「ここだ！」としっくりきて。多分イン

ドって、ある一定の人にとってそういう性質があるんだと思うんです

けど、すごく安心しました。

そこでセルビアのおじいさんに出会ったんですよ。向こうで会った

人の家に泊めてもらっていたんですけど、そのホストの人が「面白い

おじいさんがいるから、その人と一緒にハウスボートで一日出かけ

ようよ」って感じで誘ってもらったんです。けどなんかそのおじいさ

んが「YouTubeで見た映像と全然違う！」って怒っちゃって。期待して

いたものと違ったのかな？10年前に撮影されたYouTubeの映像が

そのままあるって思っていたのもどうかと思うんだけど（笑）、その

怒っているおじいさんを見ながら思ったのは、期待したことが実現

しないのに、私は毎日日本にいるよりも全然楽しいってこと。インド

では３を期待していて１が出ることも結構あるけれど、１だと思っ

ていても６が出ることもあるから。それを見逃しちゃいけないんで

すよ。３が１になったことに注目していたら、１が６になったことを

見逃すんですよね。それで帰ってきてから、他人が思い通りにならな

いことに怒らないというか、自分の心があまり動揺しないというか。

そうですね。あと、自分が都市からどんどん離れようとしていること

にも気付きましたね。滞在期間も長くてどこに行っても良いってい

う旅が久しぶりだったから。それに一人だったし。そうなった時、田

舎で滝がある方とか、湖がある方に足が自然と向いていたのを自

分で振り返って、「あれ、なんで私は東京に住んでいるんだろ

う？」って。無理やり自分を住まわせている感じ。そう感じて、ちょっ

それが小さい頃から嫌いというか気に入らなくて。何も知らないで、

企業に勤めているだけの親や大人が尊敬できなかったところがあっ

たんですよ。

それでファームステイした時に、本当にぐるっと循環しているん

だってことを体感して。野菜や家畜を育てて、鶏に育てた野菜のク

ズとかをあげて、豚には私たちの残飯をあげて。で、豚糞をかき混

ぜて、臭いもすごい強かったものが、ちゃんとだんだん肥料に

なって撒けるようになって……っていう。この時の体験は若いうち

にやって一番良かったかも。なんというか、「生きていける」って

思ったんです。資本主義の社会で、お金をすごく稼がないと幸せ

にはなれないんじゃないかっていう価値観が自分の中で崩れた

というか……。ファームステイは友達も結構オーストラリアとかカ

ナダでやっていますけど、本当にオススメです。私も他の国でもし

てみたいな。

キューバの後にスペインに留学したりしましたけど、その頃にはも

う水曜日のカンパネラの仕事を始めていて。忙しくなって留学を最

後にしばらく４～５年くらい長期のお休みも取らなかったので、旅

行に行きたいって感覚もなくなってしまって、仕事のためになるこ

としかしないみたいな生活が続いたんです。今思うと、「なんか違う

なぁ」って。ここ数年は余裕が出てきて、時間があれば旅行をしてい

るので一年の半分ぐらいは家にいない……（笑）。

自分の今後の活動の方向を決めるために旅する、という感覚は結構

あります。仕事で行くと結構ナーバスになってしまうので、仕事と分け

て時間をとって行ったりしますね。ここ最近では、フェスを目指して行

くっていうのが多いかな。規模が大きいものもあったり、小さいもの

もあったりするんですけど、絶対日本では見られない面白いフェスっ

て世界のあちこちにあるんですよ！

良いフェスって、運営する人たちや参加する人たちが「次の世界を創

「三つ子の魂百まで」ということわざがありますけど、私、３歳にな

るまでに10ヶ国以上旅行していたんです。親が旅行好きだったの

で。記憶にはないんだけど、めちゃくちゃいろんなところに行ってい

て。覚えているところだと、タイ、韓国、オーストラリアとか。海外で

よく吐いていたと親に聞いたのですが、各地で色んな菌をもらって

いたみたいです（笑）。

だからなのか、移動しているのがすごく自分の性に合っている感じ

がしますね。ちなみに私は蟹座なんですけど、水に関係する星座っ

て動き続ける性質があるとかないとか（笑）。今やっている音楽の

興行の仕事は好きなんです。お芝居だと同じ場所でしばらくロケし

たり稽古したりが多いと思うんですけど、ツアーやフェスは同じよ

うなパフォーマンスをいろんな違う場所でやることで、お客さんに

見てもらうから移動が仕事のような感じ。嫌じゃないというか、移

動して疲れるっていうのはそんなにないんですよね。飛行機には

死ぬほど乗っているけど、いまだに、窓から見える景色は真新しい。

あと乗り物で寝るのも得意で、どれだけでも眠れます。列車もいい

し、船旅もいいですよね。車は免許を持ってないですが、運転しな

がら車中で歌えるのでいいなと思います。

覚えている中で一番強い記憶は、幼稚園児の頃にハワイのマウイ

島の山奥に滞在していたときかな。今でいうairbnbみたいな感じ

かな。雨漏りがすごくて、家中にバケツが置いてあった。お風呂の

壁にゲッコウがいっぱい張り付いていた。海にはほとんど行かな

いマウイ生活で、帰ってきてから「あ、いまマウイの匂いがし

た！」って思うことが今でもたまにありますが、潮ではなく湿った

土の匂いです。

自分で意識して旅をしようと思ったのは15～16歳の時ですね。九州

のおばあちゃんの家を目指して青春18きっぷを使って途中岡山とか

広島とかにも寄りながら旅行しました。

17歳の時にはキューバに行ったんですけど、これは自分にとって大

きなチャレンジでした。お金も周囲の人から集めて……

そうです(笑)。「日本とは全然イデオロギーが違う国の同年代の言

葉を聞きたい」って大義名分で。飛行機代は親に出してもらったん
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―記憶に残っている子どもの頃の旅行先は？

―「匂い」が旅の記憶って素敵ですね。自分の意思で旅行をするよ

うになったのはいつ頃からですか？

―物心がつく前からすごい経験をされていますね……。

―コムアイさんといえば、国内にとどまらず、海外でも幅広く活躍さ

れていますが、初めての海外体験はどのようなものでしたか？

―17歳で、ですか！？

―すごいですね……。なぜキューバの若者の声を聞こうと思った

んですか？

―いろいろな調査を見ると旅に行かない理由として「経済的な理由」

と答える若い人は多いですね。

ですけど、生活費は周りの人に協力してもらいました。友人と二人

でお金を持ってそうな起業家の人たちにプレゼンをして回りまし

た。「なんで自分たちはキューバに行きたいのか、帰ってきたらどう

報告するのか」を説明して、一口１万円とかでお金を集めました。

今考えると、まとまった額を一人が出さなかったのは、大人たちの

優しさのように感じますね。キューバには３週間滞在したんですけ

ど、節約しながら暮らしました。市場で買えるマンゴー１つが10円

で、二人がお腹いっぱいになるくらいの量なので、毎日食べていま

した。きっと帰る頃は顔が黄色かったと思います。

小学生くらいの時から自分の育った街が嫌いだったんですよ。他

人とのコミュニケーションなく新興住宅街で育ったので、昭和はこ

うじゃなかっただろうと思ったり、下町への憧れもあったんですね。

日本は自殺率が高いですけど、その時は人生が楽しくなかったの

で、自殺する理由がわかるような気がした。なので、一般的に幸福

度が高いと言われる国が見てみたくて、キューバかブータンが候補

に上がって。ブータンの方が渡航費や税金が高かったので、キュー

バにしました。

今日本の若い子たちがあんまり旅行をしないのってお金の心配が

あるからなのかな？

日本と同じ感覚で他の国でもホテルに泊まろうと思って計算し

て、って感じなのかもしれないですね。そういえば思い出したんで

すけど、東京でホステル暮らしを何日かしていたことがあります

(笑)。当時家を持ってなくて、「ホステルから出勤」みたいなことを

していましたね。

オーストラリアといえば農業が盛んな国ですよね。そう言えば、私、高

校時代に茨城県でファームステイを１ヶ月くらいしたことがあって。

まったく自分がしたことのない体験で、「どういう風に物が生まれて、

食べて、捨てたものがどうなるか」っていう、その時に一番自分が知り

たかったことを感じることができたんです。それまでは自分がベルト

コンベアーの一部分だけを担当している感じがしていて、なぜだか

ね。他にも富山県の「おわら風の盆」とか、今年は盆踊りが見たくて。

あとは諏訪大社に今度行くんだけど、諏訪の「ミシャグジ信仰」って

いうのを見に行きたくて。そういう宮本常一（民俗学者）的な、おじい

さんみたいな旅行を始めていますね（笑）。あとは……。

はい。そこを吸収したいですね。それが私にとっての遊びでもある

し。なんか仕事のためって思いたくないんですよね。旅行は全部自

分のためで、仕事のためなんだけど仕事って思っていないから。自

分の仕事は仕事じゃないから。これからも音楽、歌をやっていくんで

すけど。色々な歌う人を見たり、音源を聞いたりとかするときに「これ

は気持ちが持っていかれるな」って思うのは、アイヌのおばあちゃん

の一声だったりとか、雲南省の人のハーモニーとか、インドのラーガ

とかヒンドゥスタニとか、そういうのを聴いて感じます。今はアジア

ばかりですが、そのうち北欧や東欧やアフリカにも興味が移ると思

います。

そうですね。自分と共通するものはどこにでもあると思っているんで

す。自分のファミリー・ツリー（家系図）って遡ったら何人いるかわか

らないけど、世界中に広がっている訳じゃないですか。三木成夫（解

剖学者・思想家）っていう学者さんの本を読んだ時に、その方が『胎

児の世界 人類の生命記憶』っていう本を書いていて、無意識の記憶

の話をしているんです。例えば毎日通っていて、別に覚えようと思っ

ていないのに、なんか昔の通学路に行けば色々な感覚を全部覚え

ている。無意識の記憶ですね。それって、死んで次の世代にいっても

残っちゃうんじゃないかと思っていて、覚えようと思ったことだけで

はなくて、痛い思いをしたとか、トラウマとか、なんかこの哺乳類に

喰われそうになったとか（笑）、なんかそういう風に思っていて、その

本を読んだ時にしっくりきて、そういえばどの国に行っても懐かしい

なって思う瞬間があるなって。

そうですね。海を触って「懐かしい」って思ったり、海の向こうから来

た記憶があるとか。なんかそういう素敵なことは信用していて、

ちゃんと拾って、無視しないでいこうと思っています。だから雲南省

のハーモニーだったりも音源じゃなくて現地で聴きたい。空気中に

どう響いているのか聴いてみたいっていうのもあるし、何より現地

に行くと、なんでそういう発声なのかがわかってくるんです。わか

るっていうか、声とか踊りとか、土地の食べ物とか空気を吸ってい

るうちに、自分の体が変化しているのが面白くて。行ってやってる方

が絶対上達するだろうなって思いました。

とにかく迷惑を人にかける？人を頼ってお願いをしてちゃんとお礼

をする。お礼を言う。恩を覚えていく。で、頼りまくる。いろんな人を

自分から捕まえて頼る。私、インドに行く前に「インドは危ない」っ

て言われたんですけど、私は危ない人に捕まる前に周りの人を私

が捕まえれば良いと思っていて（笑）。そっちの方が確率が高いじゃ

ないですか？たまたま悪い人に声をかけちゃったらすごいけど。

３歳までに決定づけられた
「移動」し続ける運命

生まれ育った「東京」の対極
キューバへ向かった17歳

「お金がなければ幸せになれない」という
価値観が覆った就農体験

「
迷
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、
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そうですね。でも、ちゃんとその場で自分が「本当に助かった」と

思っていれば、その助けた人も救われているんじゃないかなとも

思うんです。私は「迷惑かけるな」って言われて育ったのは良くな

かったんじゃないかと思っていて。なんだろうな。いろんな人に

頼って、もっとちゃんとお礼をすることを習うべきだったと思うし、

そう教えなきゃと思う。人に頼むことがきっかけで仲良くなれるこ

ともあるし！

数年前にアメリカの皆既日食フェスにひとりで行った時も、寝袋を

どこかに落としちゃったけど現地で良い人に声かけてその人の車

に転がり込ませてもらいました（笑）。大変だけど、そういうハプニ

ングもまた旅の楽しみですよね。

コムアイ
（水曜日のカンパネラ）

アーティスト ―ユースホステル設立の目的のひとつが、お金がないという理由で

旅に出るのを諦めて欲しくないなっていうことで、どこの国でも比

較的手頃な価格で泊まれるので「お金がない」っていうのがネッ

クになっているのであれば、ぜひ使って欲しいと思っています！

オーストラリアのユースホステル協会ではワーキングホリデー用

のサポートプログラムもあって、現地のユースホステルと関わりの

深い地元の農家の仕事を紹介したり、といったこともしているん

ですよ。

2012年に音楽ユニット「水曜日のカンパネラ」としてデビューして以来、

  主演・歌唱”担当として水カンの世界観を表現し続けているコムアイさん。

その活躍ぶりは国内だけにとどまらず、

近年では欧米やアジアのライブ・フェスでも好評を博しています。

実は、コムアイさんは「生まれながらの旅人気質」と言っても

過言ではないほど、大の旅好きだそう。

幼少期～現在までの

旅にまつわるエピソードについて伺いました。
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と反省したり、実感しましたね。

屋久島はとにかく水の島！とにかく雨が降って、山の自然がドーン

と真ん中にあって、その谷の隙間で人間がこっそり暮らしてきた、と

いう印象です。集落同士の付き合いも昔はそんなに無かったみた

い。今は車で簡単に一周できますが。

意外だったのは、本州っぽい雰囲気だったこと。ガジュマルもある

んだけど、沖縄ともちょっと違っていて、本州で見たような木もいっ

ぱいあるんですよ。標高の高いところからすぐに海に続いていくか

ら、いろんな生態が詰まっているようでした。でも、哺乳類はすごく

種類が少ないんですよ。

「オハラさん」っていう私がすごく好きな屋久島のガイドさんがい

て、その人に色々教えてもらいました。苔とか地質学とか、昆虫とか

にすごく詳しいけど、わからないことは「わからない」ってちゃんと

言ってくれるから信用できる方。あとは妖怪も好きで、民俗学とか

もすごく詳しい人なんですよね。声が森本レオさんみたいで超癒

されるんです（笑）。一緒にルーペを持って、森に入って色々なこと

を教えてもらいました。大きな地図を広げながらブラタモリみたい

に説明してくれたりとか。話を聞くのが楽しかったなぁ。

あとは、おばあちゃんたちに会えたのが良かったですね。中間（なかま）

集落っていうところがあって、そのおばあちゃんたちは、80～90歳のグ

ループが近くの民家に集まって、喋ってくれたり、唄ってくれたのを録音

して、屋久島で製作した楽曲に使わせてもらいました。おばあちゃんたち

が喋っている声は、まるで一匹の動物みたいなんですよね。「ざわざわざ

わざわざわーっ」って全員が話す声が全部繋がっていて。で、ふっと終

わったと思ったら、また風がざわーって吹くみたいに「ざわざわざ

わー」って始まって。ずっとそれを聴きながら昼寝したい感じだった。おじ

いさんやおばあさんとの出会いや交流は、どこの国とか場所に行って

も、本当に嬉しい。年々そういう気持ちが強くなってきています。

またインドに戻りたいかなぁ。次は歌を習いに行きたいですね。

あー、でも他にもめちゃくちゃいっぱいあるな……。中国の雲南省

にも行きたい。それも目的は歌なんですけど。音楽とか祭が見れた

り、ナーガ族とかのライチョウ祭とか。国内だと岐阜県の「郡上おど

り」に行く予定なんだけど、それも私の中では結構同じ感じですか

る」と思ってやっているんですよね。なんというか、「未来はこういう感覚

でコミュニケーションを取り合う都市ができたらいいよね」ってことを

数日間だけ仮に出現させるみたいなことだと思うんですよ。ただの非

日常のお祭りってことよりも、私はそういうタイプのイベントが好き。２

～３週間みんながそこに寝泊まりしていろんな音楽を見ていると、私

が今やっていることと、やりたいことがかけ離れているなっていうこと

をニュートラルに見られる。

旅を通じて外側の世界がどうなっているのかを知ると、普段自分が包

まれている環境の中に余裕が出てくるんですよね。その環境の中で囚

われずに生きることもできるから、今までと同じことをやるにしても、全

然「強さ」が違う。そんなことに気づかされます。だから、旅はどんどんす

るべきだと思う！決して旅人になれって訳じゃなくって、例えばサラリー

マンを続けるのでも良いんだけど、外に出て色々見て、感じて、どこで誰

がどんなことをしているかを知った上で、自分が今やっていることをも

う一度振り返る。それで自分の現状を「イエス」と感じられたら今の仕事

を続けたらいい。戻った時、それまでと仕事の力強さが違うと思う。

2019年の1月に滞在した南インドは、初めて行ったのにすごく故郷

（ふるさと）って感じがしました。東京で故郷をロストした感じってい

うのが、南インドに行った瞬間に「ここだ！」としっくりきて。多分イン

ドって、ある一定の人にとってそういう性質があるんだと思うんです

けど、すごく安心しました。

そこでセルビアのおじいさんに出会ったんですよ。向こうで会った

人の家に泊めてもらっていたんですけど、そのホストの人が「面白い

おじいさんがいるから、その人と一緒にハウスボートで一日出かけ

ようよ」って感じで誘ってもらったんです。けどなんかそのおじいさ

んが「YouTubeで見た映像と全然違う！」って怒っちゃって。期待して

いたものと違ったのかな？10年前に撮影されたYouTubeの映像が

そのままあるって思っていたのもどうかと思うんだけど（笑）、その

怒っているおじいさんを見ながら思ったのは、期待したことが実現

しないのに、私は毎日日本にいるよりも全然楽しいってこと。インド

では３を期待していて１が出ることも結構あるけれど、１だと思っ

ていても６が出ることもあるから。それを見逃しちゃいけないんで

すよ。３が１になったことに注目していたら、１が６になったことを

見逃すんですよね。それで帰ってきてから、他人が思い通りにならな

いことに怒らないというか、自分の心があまり動揺しないというか。

そうですね。あと、自分が都市からどんどん離れようとしていること

にも気付きましたね。滞在期間も長くてどこに行っても良いってい

う旅が久しぶりだったから。それに一人だったし。そうなった時、田

舎で滝がある方とか、湖がある方に足が自然と向いていたのを自

分で振り返って、「あれ、なんで私は東京に住んでいるんだろ

う？」って。無理やり自分を住まわせている感じ。そう感じて、ちょっ

それが小さい頃から嫌いというか気に入らなくて。何も知らないで、

企業に勤めているだけの親や大人が尊敬できなかったところがあっ

たんですよ。

それでファームステイした時に、本当にぐるっと循環しているん

だってことを体感して。野菜や家畜を育てて、鶏に育てた野菜のク

ズとかをあげて、豚には私たちの残飯をあげて。で、豚糞をかき混

ぜて、臭いもすごい強かったものが、ちゃんとだんだん肥料に

なって撒けるようになって……っていう。この時の体験は若いうち

にやって一番良かったかも。なんというか、「生きていける」って

思ったんです。資本主義の社会で、お金をすごく稼がないと幸せ

にはなれないんじゃないかっていう価値観が自分の中で崩れた

というか……。ファームステイは友達も結構オーストラリアとかカ

ナダでやっていますけど、本当にオススメです。私も他の国でもし

てみたいな。

キューバの後にスペインに留学したりしましたけど、その頃にはも

う水曜日のカンパネラの仕事を始めていて。忙しくなって留学を最

後にしばらく４～５年くらい長期のお休みも取らなかったので、旅

行に行きたいって感覚もなくなってしまって、仕事のためになるこ

としかしないみたいな生活が続いたんです。今思うと、「なんか違う

なぁ」って。ここ数年は余裕が出てきて、時間があれば旅行をしてい

るので一年の半分ぐらいは家にいない……（笑）。

自分の今後の活動の方向を決めるために旅する、という感覚は結構

あります。仕事で行くと結構ナーバスになってしまうので、仕事と分け

て時間をとって行ったりしますね。ここ最近では、フェスを目指して行

くっていうのが多いかな。規模が大きいものもあったり、小さいもの

もあったりするんですけど、絶対日本では見られない面白いフェスっ

て世界のあちこちにあるんですよ！

良いフェスって、運営する人たちや参加する人たちが「次の世界を創

「三つ子の魂百まで」ということわざがありますけど、私、３歳にな

るまでに10ヶ国以上旅行していたんです。親が旅行好きだったの

で。記憶にはないんだけど、めちゃくちゃいろんなところに行ってい

て。覚えているところだと、タイ、韓国、オーストラリアとか。海外で

よく吐いていたと親に聞いたのですが、各地で色んな菌をもらって

いたみたいです（笑）。

だからなのか、移動しているのがすごく自分の性に合っている感じ

がしますね。ちなみに私は蟹座なんですけど、水に関係する星座っ

て動き続ける性質があるとかないとか（笑）。今やっている音楽の

興行の仕事は好きなんです。お芝居だと同じ場所でしばらくロケし

たり稽古したりが多いと思うんですけど、ツアーやフェスは同じよ

うなパフォーマンスをいろんな違う場所でやることで、お客さんに

見てもらうから移動が仕事のような感じ。嫌じゃないというか、移

動して疲れるっていうのはそんなにないんですよね。飛行機には

死ぬほど乗っているけど、いまだに、窓から見える景色は真新しい。

あと乗り物で寝るのも得意で、どれだけでも眠れます。列車もいい

し、船旅もいいですよね。車は免許を持ってないですが、運転しな

がら車中で歌えるのでいいなと思います。

覚えている中で一番強い記憶は、幼稚園児の頃にハワイのマウイ

島の山奥に滞在していたときかな。今でいうairbnbみたいな感じ

かな。雨漏りがすごくて、家中にバケツが置いてあった。お風呂の

壁にゲッコウがいっぱい張り付いていた。海にはほとんど行かな

いマウイ生活で、帰ってきてから「あ、いまマウイの匂いがし

た！」って思うことが今でもたまにありますが、潮ではなく湿った

土の匂いです。

自分で意識して旅をしようと思ったのは15～16歳の時ですね。九州

のおばあちゃんの家を目指して青春18きっぷを使って途中岡山とか

広島とかにも寄りながら旅行しました。

17歳の時にはキューバに行ったんですけど、これは自分にとって大

きなチャレンジでした。お金も周囲の人から集めて……

そうです(笑)。「日本とは全然イデオロギーが違う国の同年代の言

葉を聞きたい」って大義名分で。飛行機代は親に出してもらったん

Hostelling Magazine 

 Interview vol.018

―記憶に残っている子どもの頃の旅行先は？

―「匂い」が旅の記憶って素敵ですね。自分の意思で旅行をするよ

うになったのはいつ頃からですか？

―物心がつく前からすごい経験をされていますね……。

―コムアイさんといえば、国内にとどまらず、海外でも幅広く活躍さ

れていますが、初めての海外体験はどのようなものでしたか？

―17歳で、ですか！？

―すごいですね……。なぜキューバの若者の声を聞こうと思った

んですか？

―いろいろな調査を見ると旅に行かない理由として「経済的な理由」

と答える若い人は多いですね。

ですけど、生活費は周りの人に協力してもらいました。友人と二人

でお金を持ってそうな起業家の人たちにプレゼンをして回りまし

た。「なんで自分たちはキューバに行きたいのか、帰ってきたらどう

報告するのか」を説明して、一口１万円とかでお金を集めました。

今考えると、まとまった額を一人が出さなかったのは、大人たちの

優しさのように感じますね。キューバには３週間滞在したんですけ

ど、節約しながら暮らしました。市場で買えるマンゴー１つが10円

で、二人がお腹いっぱいになるくらいの量なので、毎日食べていま

した。きっと帰る頃は顔が黄色かったと思います。

小学生くらいの時から自分の育った街が嫌いだったんですよ。他

人とのコミュニケーションなく新興住宅街で育ったので、昭和はこ

うじゃなかっただろうと思ったり、下町への憧れもあったんですね。

日本は自殺率が高いですけど、その時は人生が楽しくなかったの

で、自殺する理由がわかるような気がした。なので、一般的に幸福

度が高いと言われる国が見てみたくて、キューバかブータンが候補

に上がって。ブータンの方が渡航費や税金が高かったので、キュー

バにしました。

今日本の若い子たちがあんまり旅行をしないのってお金の心配が

あるからなのかな？

日本と同じ感覚で他の国でもホテルに泊まろうと思って計算し

て、って感じなのかもしれないですね。そういえば思い出したんで

すけど、東京でホステル暮らしを何日かしていたことがあります

(笑)。当時家を持ってなくて、「ホステルから出勤」みたいなことを

していましたね。

オーストラリアといえば農業が盛んな国ですよね。そう言えば、私、高

校時代に茨城県でファームステイを１ヶ月くらいしたことがあって。

まったく自分がしたことのない体験で、「どういう風に物が生まれて、

食べて、捨てたものがどうなるか」っていう、その時に一番自分が知り

たかったことを感じることができたんです。それまでは自分がベルト

コンベアーの一部分だけを担当している感じがしていて、なぜだか

ね。他にも富山県の「おわら風の盆」とか、今年は盆踊りが見たくて。

あとは諏訪大社に今度行くんだけど、諏訪の「ミシャグジ信仰」って

いうのを見に行きたくて。そういう宮本常一（民俗学者）的な、おじい

さんみたいな旅行を始めていますね（笑）。あとは……。

はい。そこを吸収したいですね。それが私にとっての遊びでもある

し。なんか仕事のためって思いたくないんですよね。旅行は全部自

分のためで、仕事のためなんだけど仕事って思っていないから。自

分の仕事は仕事じゃないから。これからも音楽、歌をやっていくんで

すけど。色々な歌う人を見たり、音源を聞いたりとかするときに「これ

は気持ちが持っていかれるな」って思うのは、アイヌのおばあちゃん

の一声だったりとか、雲南省の人のハーモニーとか、インドのラーガ

とかヒンドゥスタニとか、そういうのを聴いて感じます。今はアジア

ばかりですが、そのうち北欧や東欧やアフリカにも興味が移ると思

います。

そうですね。自分と共通するものはどこにでもあると思っているんで

す。自分のファミリー・ツリー（家系図）って遡ったら何人いるかわか

らないけど、世界中に広がっている訳じゃないですか。三木成夫（解

剖学者・思想家）っていう学者さんの本を読んだ時に、その方が『胎

児の世界 人類の生命記憶』っていう本を書いていて、無意識の記憶

の話をしているんです。例えば毎日通っていて、別に覚えようと思っ

ていないのに、なんか昔の通学路に行けば色々な感覚を全部覚え

ている。無意識の記憶ですね。それって、死んで次の世代にいっても

残っちゃうんじゃないかと思っていて、覚えようと思ったことだけで

はなくて、痛い思いをしたとか、トラウマとか、なんかこの哺乳類に

喰われそうになったとか（笑）、なんかそういう風に思っていて、その

本を読んだ時にしっくりきて、そういえばどの国に行っても懐かしい

なって思う瞬間があるなって。

そうですね。海を触って「懐かしい」って思ったり、海の向こうから来

た記憶があるとか。なんかそういう素敵なことは信用していて、

ちゃんと拾って、無視しないでいこうと思っています。だから雲南省

のハーモニーだったりも音源じゃなくて現地で聴きたい。空気中に

どう響いているのか聴いてみたいっていうのもあるし、何より現地

に行くと、なんでそういう発声なのかがわかってくるんです。わか

るっていうか、声とか踊りとか、土地の食べ物とか空気を吸ってい

るうちに、自分の体が変化しているのが面白くて。行ってやってる方

が絶対上達するだろうなって思いました。

とにかく迷惑を人にかける？人を頼ってお願いをしてちゃんとお礼

をする。お礼を言う。恩を覚えていく。で、頼りまくる。いろんな人を

自分から捕まえて頼る。私、インドに行く前に「インドは危ない」っ

て言われたんですけど、私は危ない人に捕まる前に周りの人を私

が捕まえれば良いと思っていて（笑）。そっちの方が確率が高いじゃ

ないですか？たまたま悪い人に声をかけちゃったらすごいけど。

３歳までに決定づけられた
「移動」し続ける運命

生まれ育った「東京」の対極
キューバへ向かった17歳

「お金がなければ幸せになれない」という
価値観が覆った就農体験
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そうですね。でも、ちゃんとその場で自分が「本当に助かった」と

思っていれば、その助けた人も救われているんじゃないかなとも

思うんです。私は「迷惑かけるな」って言われて育ったのは良くな

かったんじゃないかと思っていて。なんだろうな。いろんな人に

頼って、もっとちゃんとお礼をすることを習うべきだったと思うし、

そう教えなきゃと思う。人に頼むことがきっかけで仲良くなれるこ

ともあるし！

数年前にアメリカの皆既日食フェスにひとりで行った時も、寝袋を

どこかに落としちゃったけど現地で良い人に声かけてその人の車

に転がり込ませてもらいました（笑）。大変だけど、そういうハプニ

ングもまた旅の楽しみですよね。

コムアイ
（水曜日のカンパネラ）

アーティスト ―ユースホステル設立の目的のひとつが、お金がないという理由で

旅に出るのを諦めて欲しくないなっていうことで、どこの国でも比

較的手頃な価格で泊まれるので「お金がない」っていうのがネッ

クになっているのであれば、ぜひ使って欲しいと思っています！

オーストラリアのユースホステル協会ではワーキングホリデー用

のサポートプログラムもあって、現地のユースホステルと関わりの

深い地元の農家の仕事を紹介したり、といったこともしているん

ですよ。

2012年に音楽ユニット「水曜日のカンパネラ」としてデビューして以来、

  主演・歌唱”担当として水カンの世界観を表現し続けているコムアイさん。

その活躍ぶりは国内だけにとどまらず、

近年では欧米やアジアのライブ・フェスでも好評を博しています。

実は、コムアイさんは「生まれながらの旅人気質」と言っても

過言ではないほど、大の旅好きだそう。

幼少期～現在までの

旅にまつわるエピソードについて伺いました。
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と反省したり、実感しましたね。

屋久島はとにかく水の島！とにかく雨が降って、山の自然がドーン

と真ん中にあって、その谷の隙間で人間がこっそり暮らしてきた、と

いう印象です。集落同士の付き合いも昔はそんなに無かったみた

い。今は車で簡単に一周できますが。

意外だったのは、本州っぽい雰囲気だったこと。ガジュマルもある

んだけど、沖縄ともちょっと違っていて、本州で見たような木もいっ

ぱいあるんですよ。標高の高いところからすぐに海に続いていくか

ら、いろんな生態が詰まっているようでした。でも、哺乳類はすごく

種類が少ないんですよ。

「オハラさん」っていう私がすごく好きな屋久島のガイドさんがい

て、その人に色々教えてもらいました。苔とか地質学とか、昆虫とか

にすごく詳しいけど、わからないことは「わからない」ってちゃんと

言ってくれるから信用できる方。あとは妖怪も好きで、民俗学とか

もすごく詳しい人なんですよね。声が森本レオさんみたいで超癒

されるんです（笑）。一緒にルーペを持って、森に入って色々なこと

を教えてもらいました。大きな地図を広げながらブラタモリみたい

に説明してくれたりとか。話を聞くのが楽しかったなぁ。

あとは、おばあちゃんたちに会えたのが良かったですね。中間（なかま）

集落っていうところがあって、そのおばあちゃんたちは、80～90歳のグ

ループが近くの民家に集まって、喋ってくれたり、唄ってくれたのを録音

して、屋久島で製作した楽曲に使わせてもらいました。おばあちゃんたち

が喋っている声は、まるで一匹の動物みたいなんですよね。「ざわざわざ

わざわざわーっ」って全員が話す声が全部繋がっていて。で、ふっと終

わったと思ったら、また風がざわーって吹くみたいに「ざわざわざ

わー」って始まって。ずっとそれを聴きながら昼寝したい感じだった。おじ

いさんやおばあさんとの出会いや交流は、どこの国とか場所に行って

も、本当に嬉しい。年々そういう気持ちが強くなってきています。

またインドに戻りたいかなぁ。次は歌を習いに行きたいですね。

あー、でも他にもめちゃくちゃいっぱいあるな……。中国の雲南省

にも行きたい。それも目的は歌なんですけど。音楽とか祭が見れた

り、ナーガ族とかのライチョウ祭とか。国内だと岐阜県の「郡上おど

り」に行く予定なんだけど、それも私の中では結構同じ感じですか

る」と思ってやっているんですよね。なんというか、「未来はこういう感覚

でコミュニケーションを取り合う都市ができたらいいよね」ってことを

数日間だけ仮に出現させるみたいなことだと思うんですよ。ただの非

日常のお祭りってことよりも、私はそういうタイプのイベントが好き。２

～３週間みんながそこに寝泊まりしていろんな音楽を見ていると、私

が今やっていることと、やりたいことがかけ離れているなっていうこと

をニュートラルに見られる。

旅を通じて外側の世界がどうなっているのかを知ると、普段自分が包

まれている環境の中に余裕が出てくるんですよね。その環境の中で囚

われずに生きることもできるから、今までと同じことをやるにしても、全

然「強さ」が違う。そんなことに気づかされます。だから、旅はどんどんす

るべきだと思う！決して旅人になれって訳じゃなくって、例えばサラリー

マンを続けるのでも良いんだけど、外に出て色々見て、感じて、どこで誰

がどんなことをしているかを知った上で、自分が今やっていることをも

う一度振り返る。それで自分の現状を「イエス」と感じられたら今の仕事

を続けたらいい。戻った時、それまでと仕事の力強さが違うと思う。

2019年の1月に滞在した南インドは、初めて行ったのにすごく故郷

（ふるさと）って感じがしました。東京で故郷をロストした感じってい

うのが、南インドに行った瞬間に「ここだ！」としっくりきて。多分イン

ドって、ある一定の人にとってそういう性質があるんだと思うんです

けど、すごく安心しました。

そこでセルビアのおじいさんに出会ったんですよ。向こうで会った

人の家に泊めてもらっていたんですけど、そのホストの人が「面白い

おじいさんがいるから、その人と一緒にハウスボートで一日出かけ

ようよ」って感じで誘ってもらったんです。けどなんかそのおじいさ

んが「YouTubeで見た映像と全然違う！」って怒っちゃって。期待して

いたものと違ったのかな？10年前に撮影されたYouTubeの映像が

そのままあるって思っていたのもどうかと思うんだけど（笑）、その

怒っているおじいさんを見ながら思ったのは、期待したことが実現

しないのに、私は毎日日本にいるよりも全然楽しいってこと。インド

では３を期待していて１が出ることも結構あるけれど、１だと思っ

ていても６が出ることもあるから。それを見逃しちゃいけないんで

すよ。３が１になったことに注目していたら、１が６になったことを

見逃すんですよね。それで帰ってきてから、他人が思い通りにならな

いことに怒らないというか、自分の心があまり動揺しないというか。

そうですね。あと、自分が都市からどんどん離れようとしていること

にも気付きましたね。滞在期間も長くてどこに行っても良いってい

う旅が久しぶりだったから。それに一人だったし。そうなった時、田

舎で滝がある方とか、湖がある方に足が自然と向いていたのを自

分で振り返って、「あれ、なんで私は東京に住んでいるんだろ

う？」って。無理やり自分を住まわせている感じ。そう感じて、ちょっ

それが小さい頃から嫌いというか気に入らなくて。何も知らないで、

企業に勤めているだけの親や大人が尊敬できなかったところがあっ

たんですよ。

それでファームステイした時に、本当にぐるっと循環しているん

だってことを体感して。野菜や家畜を育てて、鶏に育てた野菜のク

ズとかをあげて、豚には私たちの残飯をあげて。で、豚糞をかき混

ぜて、臭いもすごい強かったものが、ちゃんとだんだん肥料に

なって撒けるようになって……っていう。この時の体験は若いうち

にやって一番良かったかも。なんというか、「生きていける」って

思ったんです。資本主義の社会で、お金をすごく稼がないと幸せ

にはなれないんじゃないかっていう価値観が自分の中で崩れた

というか……。ファームステイは友達も結構オーストラリアとかカ

ナダでやっていますけど、本当にオススメです。私も他の国でもし

てみたいな。

キューバの後にスペインに留学したりしましたけど、その頃にはも

う水曜日のカンパネラの仕事を始めていて。忙しくなって留学を最

後にしばらく４～５年くらい長期のお休みも取らなかったので、旅

行に行きたいって感覚もなくなってしまって、仕事のためになるこ

としかしないみたいな生活が続いたんです。今思うと、「なんか違う

なぁ」って。ここ数年は余裕が出てきて、時間があれば旅行をしてい

るので一年の半分ぐらいは家にいない……（笑）。

自分の今後の活動の方向を決めるために旅する、という感覚は結構

あります。仕事で行くと結構ナーバスになってしまうので、仕事と分け

て時間をとって行ったりしますね。ここ最近では、フェスを目指して行

くっていうのが多いかな。規模が大きいものもあったり、小さいもの

もあったりするんですけど、絶対日本では見られない面白いフェスっ

て世界のあちこちにあるんですよ！

良いフェスって、運営する人たちや参加する人たちが「次の世界を創

「三つ子の魂百まで」ということわざがありますけど、私、３歳にな

るまでに10ヶ国以上旅行していたんです。親が旅行好きだったの

で。記憶にはないんだけど、めちゃくちゃいろんなところに行ってい

て。覚えているところだと、タイ、韓国、オーストラリアとか。海外で

よく吐いていたと親に聞いたのですが、各地で色んな菌をもらって

いたみたいです（笑）。

だからなのか、移動しているのがすごく自分の性に合っている感じ

がしますね。ちなみに私は蟹座なんですけど、水に関係する星座っ

て動き続ける性質があるとかないとか（笑）。今やっている音楽の

興行の仕事は好きなんです。お芝居だと同じ場所でしばらくロケし

たり稽古したりが多いと思うんですけど、ツアーやフェスは同じよ

うなパフォーマンスをいろんな違う場所でやることで、お客さんに

見てもらうから移動が仕事のような感じ。嫌じゃないというか、移

動して疲れるっていうのはそんなにないんですよね。飛行機には

死ぬほど乗っているけど、いまだに、窓から見える景色は真新しい。

あと乗り物で寝るのも得意で、どれだけでも眠れます。列車もいい

し、船旅もいいですよね。車は免許を持ってないですが、運転しな

がら車中で歌えるのでいいなと思います。

覚えている中で一番強い記憶は、幼稚園児の頃にハワイのマウイ

島の山奥に滞在していたときかな。今でいうairbnbみたいな感じ

かな。雨漏りがすごくて、家中にバケツが置いてあった。お風呂の

壁にゲッコウがいっぱい張り付いていた。海にはほとんど行かな

いマウイ生活で、帰ってきてから「あ、いまマウイの匂いがし

た！」って思うことが今でもたまにありますが、潮ではなく湿った

土の匂いです。

自分で意識して旅をしようと思ったのは15～16歳の時ですね。九州

のおばあちゃんの家を目指して青春18きっぷを使って途中岡山とか

広島とかにも寄りながら旅行しました。

17歳の時にはキューバに行ったんですけど、これは自分にとって大

きなチャレンジでした。お金も周囲の人から集めて……

そうです(笑)。「日本とは全然イデオロギーが違う国の同年代の言

葉を聞きたい」って大義名分で。飛行機代は親に出してもらったん

1992年生まれ、神奈川育ち。

アーティスト。ホームパーティで勧誘を受け歌い始める。「水曜日のカンパネラ」のボーカ

ルとして、国内だけでなく世界中のフェスに出演、ツアーを廻る。その土地や人々と呼応し

て創り上げるライブパフォーマンスは必見。好きな音楽は民族音楽とテクノ。好きな食べ

物は南インド料理と果物味のガム。

音楽活動の他にも、モデルや役者など様々なジャンルで活躍。2019年4月3日、屋久島との

コラボレーションをもとにプロデューサーにオオルタイチを迎えて制作した新EP

「YAKUSHIMA TREASURE」をリリース。同名のプロジェクト「YAKUSHIMA TREASURE」とし

て各地でライブやフェスに出演中。

コムアイ（水曜日のカンパネラ）

Prof ile

Hostelling Magazine  Interview vol.018

―キューバ以外にも海外に旅行しましたか？

―コムアイさんにとって「旅」ってどんなものなのでしょうか？

―世界のフェスの魅力について教えてください！

―それまでとは価値観がガラッと変わったんですね。

―日本と言えば、昨年は屋久島に訪れて、現地の方々との交流や

楽曲制作の様子をYouTube Originalsで公開されていますよ

ね？屋久島はいかがでしたか？

―植生にお詳しいんですね！

―他に印象的な出会いはありましたか？

ですけど、生活費は周りの人に協力してもらいました。友人と二人

でお金を持ってそうな起業家の人たちにプレゼンをして回りまし

た。「なんで自分たちはキューバに行きたいのか、帰ってきたらどう

報告するのか」を説明して、一口１万円とかでお金を集めました。

今考えると、まとまった額を一人が出さなかったのは、大人たちの

優しさのように感じますね。キューバには３週間滞在したんですけ

ど、節約しながら暮らしました。市場で買えるマンゴー１つが10円

で、二人がお腹いっぱいになるくらいの量なので、毎日食べていま

した。きっと帰る頃は顔が黄色かったと思います。

小学生くらいの時から自分の育った街が嫌いだったんですよ。他

人とのコミュニケーションなく新興住宅街で育ったので、昭和はこ

うじゃなかっただろうと思ったり、下町への憧れもあったんですね。

日本は自殺率が高いですけど、その時は人生が楽しくなかったの

で、自殺する理由がわかるような気がした。なので、一般的に幸福

度が高いと言われる国が見てみたくて、キューバかブータンが候補

に上がって。ブータンの方が渡航費や税金が高かったので、キュー

バにしました。

今日本の若い子たちがあんまり旅行をしないのってお金の心配が

あるからなのかな？

日本と同じ感覚で他の国でもホテルに泊まろうと思って計算し

て、って感じなのかもしれないですね。そういえば思い出したんで

すけど、東京でホステル暮らしを何日かしていたことがあります

(笑)。当時家を持ってなくて、「ホステルから出勤」みたいなことを

していましたね。

オーストラリアといえば農業が盛んな国ですよね。そう言えば、私、高

校時代に茨城県でファームステイを１ヶ月くらいしたことがあって。

まったく自分がしたことのない体験で、「どういう風に物が生まれて、

食べて、捨てたものがどうなるか」っていう、その時に一番自分が知り

たかったことを感じることができたんです。それまでは自分がベルト

コンベアーの一部分だけを担当している感じがしていて、なぜだか

ね。他にも富山県の「おわら風の盆」とか、今年は盆踊りが見たくて。

あとは諏訪大社に今度行くんだけど、諏訪の「ミシャグジ信仰」って

いうのを見に行きたくて。そういう宮本常一（民俗学者）的な、おじい

さんみたいな旅行を始めていますね（笑）。あとは……。

はい。そこを吸収したいですね。それが私にとっての遊びでもある

し。なんか仕事のためって思いたくないんですよね。旅行は全部自

分のためで、仕事のためなんだけど仕事って思っていないから。自

分の仕事は仕事じゃないから。これからも音楽、歌をやっていくんで

すけど。色々な歌う人を見たり、音源を聞いたりとかするときに「これ

は気持ちが持っていかれるな」って思うのは、アイヌのおばあちゃん

の一声だったりとか、雲南省の人のハーモニーとか、インドのラーガ

とかヒンドゥスタニとか、そういうのを聴いて感じます。今はアジア

ばかりですが、そのうち北欧や東欧やアフリカにも興味が移ると思

います。

そうですね。自分と共通するものはどこにでもあると思っているんで

す。自分のファミリー・ツリー（家系図）って遡ったら何人いるかわか

らないけど、世界中に広がっている訳じゃないですか。三木成夫（解

剖学者・思想家）っていう学者さんの本を読んだ時に、その方が『胎

児の世界 人類の生命記憶』っていう本を書いていて、無意識の記憶

の話をしているんです。例えば毎日通っていて、別に覚えようと思っ

ていないのに、なんか昔の通学路に行けば色々な感覚を全部覚え

ている。無意識の記憶ですね。それって、死んで次の世代にいっても

残っちゃうんじゃないかと思っていて、覚えようと思ったことだけで

はなくて、痛い思いをしたとか、トラウマとか、なんかこの哺乳類に

喰われそうになったとか（笑）、なんかそういう風に思っていて、その

本を読んだ時にしっくりきて、そういえばどの国に行っても懐かしい

なって思う瞬間があるなって。

そうですね。海を触って「懐かしい」って思ったり、海の向こうから来

た記憶があるとか。なんかそういう素敵なことは信用していて、

ちゃんと拾って、無視しないでいこうと思っています。だから雲南省

のハーモニーだったりも音源じゃなくて現地で聴きたい。空気中に

どう響いているのか聴いてみたいっていうのもあるし、何より現地

に行くと、なんでそういう発声なのかがわかってくるんです。わか

るっていうか、声とか踊りとか、土地の食べ物とか空気を吸ってい

るうちに、自分の体が変化しているのが面白くて。行ってやってる方

が絶対上達するだろうなって思いました。

とにかく迷惑を人にかける？人を頼ってお願いをしてちゃんとお礼

をする。お礼を言う。恩を覚えていく。で、頼りまくる。いろんな人を

自分から捕まえて頼る。私、インドに行く前に「インドは危ない」っ

て言われたんですけど、私は危ない人に捕まる前に周りの人を私

が捕まえれば良いと思っていて（笑）。そっちの方が確率が高いじゃ

ないですか？たまたま悪い人に声をかけちゃったらすごいけど。

―これまでに一番影響を受けた旅先は？

インドで感じた“ふるさと”東京に
無理やり自分を
住まわせていることに気付く

自然の強さ、集落の人 と々の出会いに
感化された屋久島での体験

自分の方向性を決めるため
旅に出る

そうですね。でも、ちゃんとその場で自分が「本当に助かった」と

思っていれば、その助けた人も救われているんじゃないかなとも

思うんです。私は「迷惑かけるな」って言われて育ったのは良くな

かったんじゃないかと思っていて。なんだろうな。いろんな人に

頼って、もっとちゃんとお礼をすることを習うべきだったと思うし、

そう教えなきゃと思う。人に頼むことがきっかけで仲良くなれるこ

ともあるし！

数年前にアメリカの皆既日食フェスにひとりで行った時も、寝袋を

どこかに落としちゃったけど現地で良い人に声かけてその人の車

に転がり込ませてもらいました（笑）。大変だけど、そういうハプニ

ングもまた旅の楽しみですよね。

―コムアイさんが次に行ってみたい旅先を教えてください！

次に目指すのは
「無意識の記憶」を辿る旅

画像 ： YouTube
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と反省したり、実感しましたね。

屋久島はとにかく水の島！とにかく雨が降って、山の自然がドーン

と真ん中にあって、その谷の隙間で人間がこっそり暮らしてきた、と

いう印象です。集落同士の付き合いも昔はそんなに無かったみた

い。今は車で簡単に一周できますが。

意外だったのは、本州っぽい雰囲気だったこと。ガジュマルもある

んだけど、沖縄ともちょっと違っていて、本州で見たような木もいっ

ぱいあるんですよ。標高の高いところからすぐに海に続いていくか

ら、いろんな生態が詰まっているようでした。でも、哺乳類はすごく

種類が少ないんですよ。

「オハラさん」っていう私がすごく好きな屋久島のガイドさんがい

て、その人に色々教えてもらいました。苔とか地質学とか、昆虫とか

にすごく詳しいけど、わからないことは「わからない」ってちゃんと

言ってくれるから信用できる方。あとは妖怪も好きで、民俗学とか

もすごく詳しい人なんですよね。声が森本レオさんみたいで超癒

されるんです（笑）。一緒にルーペを持って、森に入って色々なこと

を教えてもらいました。大きな地図を広げながらブラタモリみたい

に説明してくれたりとか。話を聞くのが楽しかったなぁ。

あとは、おばあちゃんたちに会えたのが良かったですね。中間（なかま）

集落っていうところがあって、そのおばあちゃんたちは、80～90歳のグ

ループが近くの民家に集まって、喋ってくれたり、唄ってくれたのを録音

して、屋久島で製作した楽曲に使わせてもらいました。おばあちゃんたち

が喋っている声は、まるで一匹の動物みたいなんですよね。「ざわざわざ

わざわざわーっ」って全員が話す声が全部繋がっていて。で、ふっと終

わったと思ったら、また風がざわーって吹くみたいに「ざわざわざ

わー」って始まって。ずっとそれを聴きながら昼寝したい感じだった。おじ

いさんやおばあさんとの出会いや交流は、どこの国とか場所に行って

も、本当に嬉しい。年々そういう気持ちが強くなってきています。

またインドに戻りたいかなぁ。次は歌を習いに行きたいですね。

あー、でも他にもめちゃくちゃいっぱいあるな……。中国の雲南省

にも行きたい。それも目的は歌なんですけど。音楽とか祭が見れた

り、ナーガ族とかのライチョウ祭とか。国内だと岐阜県の「郡上おど

り」に行く予定なんだけど、それも私の中では結構同じ感じですか

る」と思ってやっているんですよね。なんというか、「未来はこういう感覚

でコミュニケーションを取り合う都市ができたらいいよね」ってことを

数日間だけ仮に出現させるみたいなことだと思うんですよ。ただの非

日常のお祭りってことよりも、私はそういうタイプのイベントが好き。２

～３週間みんながそこに寝泊まりしていろんな音楽を見ていると、私

が今やっていることと、やりたいことがかけ離れているなっていうこと

をニュートラルに見られる。

旅を通じて外側の世界がどうなっているのかを知ると、普段自分が包

まれている環境の中に余裕が出てくるんですよね。その環境の中で囚

われずに生きることもできるから、今までと同じことをやるにしても、全

然「強さ」が違う。そんなことに気づかされます。だから、旅はどんどんす

るべきだと思う！決して旅人になれって訳じゃなくって、例えばサラリー

マンを続けるのでも良いんだけど、外に出て色々見て、感じて、どこで誰

がどんなことをしているかを知った上で、自分が今やっていることをも

う一度振り返る。それで自分の現状を「イエス」と感じられたら今の仕事

を続けたらいい。戻った時、それまでと仕事の力強さが違うと思う。

2019年の1月に滞在した南インドは、初めて行ったのにすごく故郷

（ふるさと）って感じがしました。東京で故郷をロストした感じってい

うのが、南インドに行った瞬間に「ここだ！」としっくりきて。多分イン

ドって、ある一定の人にとってそういう性質があるんだと思うんです

けど、すごく安心しました。

そこでセルビアのおじいさんに出会ったんですよ。向こうで会った

人の家に泊めてもらっていたんですけど、そのホストの人が「面白い

おじいさんがいるから、その人と一緒にハウスボートで一日出かけ

ようよ」って感じで誘ってもらったんです。けどなんかそのおじいさ

んが「YouTubeで見た映像と全然違う！」って怒っちゃって。期待して

いたものと違ったのかな？10年前に撮影されたYouTubeの映像が

そのままあるって思っていたのもどうかと思うんだけど（笑）、その

怒っているおじいさんを見ながら思ったのは、期待したことが実現

しないのに、私は毎日日本にいるよりも全然楽しいってこと。インド

では３を期待していて１が出ることも結構あるけれど、１だと思っ

ていても６が出ることもあるから。それを見逃しちゃいけないんで

すよ。３が１になったことに注目していたら、１が６になったことを

見逃すんですよね。それで帰ってきてから、他人が思い通りにならな

いことに怒らないというか、自分の心があまり動揺しないというか。

そうですね。あと、自分が都市からどんどん離れようとしていること

にも気付きましたね。滞在期間も長くてどこに行っても良いってい

う旅が久しぶりだったから。それに一人だったし。そうなった時、田

舎で滝がある方とか、湖がある方に足が自然と向いていたのを自

分で振り返って、「あれ、なんで私は東京に住んでいるんだろ

う？」って。無理やり自分を住まわせている感じ。そう感じて、ちょっ

それが小さい頃から嫌いというか気に入らなくて。何も知らないで、

企業に勤めているだけの親や大人が尊敬できなかったところがあっ

たんですよ。

それでファームステイした時に、本当にぐるっと循環しているん

だってことを体感して。野菜や家畜を育てて、鶏に育てた野菜のク

ズとかをあげて、豚には私たちの残飯をあげて。で、豚糞をかき混

ぜて、臭いもすごい強かったものが、ちゃんとだんだん肥料に

なって撒けるようになって……っていう。この時の体験は若いうち

にやって一番良かったかも。なんというか、「生きていける」って

思ったんです。資本主義の社会で、お金をすごく稼がないと幸せ

にはなれないんじゃないかっていう価値観が自分の中で崩れた

というか……。ファームステイは友達も結構オーストラリアとかカ

ナダでやっていますけど、本当にオススメです。私も他の国でもし

てみたいな。

キューバの後にスペインに留学したりしましたけど、その頃にはも

う水曜日のカンパネラの仕事を始めていて。忙しくなって留学を最

後にしばらく４～５年くらい長期のお休みも取らなかったので、旅

行に行きたいって感覚もなくなってしまって、仕事のためになるこ

としかしないみたいな生活が続いたんです。今思うと、「なんか違う

なぁ」って。ここ数年は余裕が出てきて、時間があれば旅行をしてい

るので一年の半分ぐらいは家にいない……（笑）。

自分の今後の活動の方向を決めるために旅する、という感覚は結構

あります。仕事で行くと結構ナーバスになってしまうので、仕事と分け

て時間をとって行ったりしますね。ここ最近では、フェスを目指して行

くっていうのが多いかな。規模が大きいものもあったり、小さいもの

もあったりするんですけど、絶対日本では見られない面白いフェスっ

て世界のあちこちにあるんですよ！

良いフェスって、運営する人たちや参加する人たちが「次の世界を創

「三つ子の魂百まで」ということわざがありますけど、私、３歳にな

るまでに10ヶ国以上旅行していたんです。親が旅行好きだったの

で。記憶にはないんだけど、めちゃくちゃいろんなところに行ってい

て。覚えているところだと、タイ、韓国、オーストラリアとか。海外で

よく吐いていたと親に聞いたのですが、各地で色んな菌をもらって

いたみたいです（笑）。

だからなのか、移動しているのがすごく自分の性に合っている感じ

がしますね。ちなみに私は蟹座なんですけど、水に関係する星座っ

て動き続ける性質があるとかないとか（笑）。今やっている音楽の

興行の仕事は好きなんです。お芝居だと同じ場所でしばらくロケし

たり稽古したりが多いと思うんですけど、ツアーやフェスは同じよ

うなパフォーマンスをいろんな違う場所でやることで、お客さんに

見てもらうから移動が仕事のような感じ。嫌じゃないというか、移

動して疲れるっていうのはそんなにないんですよね。飛行機には

死ぬほど乗っているけど、いまだに、窓から見える景色は真新しい。

あと乗り物で寝るのも得意で、どれだけでも眠れます。列車もいい

し、船旅もいいですよね。車は免許を持ってないですが、運転しな

がら車中で歌えるのでいいなと思います。

覚えている中で一番強い記憶は、幼稚園児の頃にハワイのマウイ

島の山奥に滞在していたときかな。今でいうairbnbみたいな感じ

かな。雨漏りがすごくて、家中にバケツが置いてあった。お風呂の

壁にゲッコウがいっぱい張り付いていた。海にはほとんど行かな

いマウイ生活で、帰ってきてから「あ、いまマウイの匂いがし

た！」って思うことが今でもたまにありますが、潮ではなく湿った

土の匂いです。

自分で意識して旅をしようと思ったのは15～16歳の時ですね。九州

のおばあちゃんの家を目指して青春18きっぷを使って途中岡山とか

広島とかにも寄りながら旅行しました。

17歳の時にはキューバに行ったんですけど、これは自分にとって大

きなチャレンジでした。お金も周囲の人から集めて……

そうです(笑)。「日本とは全然イデオロギーが違う国の同年代の言

葉を聞きたい」って大義名分で。飛行機代は親に出してもらったん

1992年生まれ、神奈川育ち。

アーティスト。ホームパーティで勧誘を受け歌い始める。「水曜日のカンパネラ」のボーカ

ルとして、国内だけでなく世界中のフェスに出演、ツアーを廻る。その土地や人々と呼応し

て創り上げるライブパフォーマンスは必見。好きな音楽は民族音楽とテクノ。好きな食べ

物は南インド料理と果物味のガム。

音楽活動の他にも、モデルや役者など様々なジャンルで活躍。2019年4月3日、屋久島との

コラボレーションをもとにプロデューサーにオオルタイチを迎えて制作した新EP

「YAKUSHIMA TREASURE」をリリース。同名のプロジェクト「YAKUSHIMA TREASURE」とし

て各地でライブやフェスに出演中。

コムアイ（水曜日のカンパネラ）

Prof ile
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―キューバ以外にも海外に旅行しましたか？

―コムアイさんにとって「旅」ってどんなものなのでしょうか？

―世界のフェスの魅力について教えてください！

―それまでとは価値観がガラッと変わったんですね。

―日本と言えば、昨年は屋久島に訪れて、現地の方々との交流や

楽曲制作の様子をYouTube Originalsで公開されていますよ

ね？屋久島はいかがでしたか？

―植生にお詳しいんですね！

―他に印象的な出会いはありましたか？

ですけど、生活費は周りの人に協力してもらいました。友人と二人

でお金を持ってそうな起業家の人たちにプレゼンをして回りまし

た。「なんで自分たちはキューバに行きたいのか、帰ってきたらどう

報告するのか」を説明して、一口１万円とかでお金を集めました。

今考えると、まとまった額を一人が出さなかったのは、大人たちの

優しさのように感じますね。キューバには３週間滞在したんですけ

ど、節約しながら暮らしました。市場で買えるマンゴー１つが10円

で、二人がお腹いっぱいになるくらいの量なので、毎日食べていま

した。きっと帰る頃は顔が黄色かったと思います。

小学生くらいの時から自分の育った街が嫌いだったんですよ。他

人とのコミュニケーションなく新興住宅街で育ったので、昭和はこ

うじゃなかっただろうと思ったり、下町への憧れもあったんですね。

日本は自殺率が高いですけど、その時は人生が楽しくなかったの

で、自殺する理由がわかるような気がした。なので、一般的に幸福

度が高いと言われる国が見てみたくて、キューバかブータンが候補

に上がって。ブータンの方が渡航費や税金が高かったので、キュー

バにしました。

今日本の若い子たちがあんまり旅行をしないのってお金の心配が

あるからなのかな？

日本と同じ感覚で他の国でもホテルに泊まろうと思って計算し

て、って感じなのかもしれないですね。そういえば思い出したんで

すけど、東京でホステル暮らしを何日かしていたことがあります

(笑)。当時家を持ってなくて、「ホステルから出勤」みたいなことを

していましたね。

オーストラリアといえば農業が盛んな国ですよね。そう言えば、私、高

校時代に茨城県でファームステイを１ヶ月くらいしたことがあって。

まったく自分がしたことのない体験で、「どういう風に物が生まれて、

食べて、捨てたものがどうなるか」っていう、その時に一番自分が知り

たかったことを感じることができたんです。それまでは自分がベルト

コンベアーの一部分だけを担当している感じがしていて、なぜだか

ね。他にも富山県の「おわら風の盆」とか、今年は盆踊りが見たくて。

あとは諏訪大社に今度行くんだけど、諏訪の「ミシャグジ信仰」って

いうのを見に行きたくて。そういう宮本常一（民俗学者）的な、おじい

さんみたいな旅行を始めていますね（笑）。あとは……。

はい。そこを吸収したいですね。それが私にとっての遊びでもある

し。なんか仕事のためって思いたくないんですよね。旅行は全部自

分のためで、仕事のためなんだけど仕事って思っていないから。自

分の仕事は仕事じゃないから。これからも音楽、歌をやっていくんで

すけど。色々な歌う人を見たり、音源を聞いたりとかするときに「これ

は気持ちが持っていかれるな」って思うのは、アイヌのおばあちゃん

の一声だったりとか、雲南省の人のハーモニーとか、インドのラーガ

とかヒンドゥスタニとか、そういうのを聴いて感じます。今はアジア

ばかりですが、そのうち北欧や東欧やアフリカにも興味が移ると思

います。

そうですね。自分と共通するものはどこにでもあると思っているんで

す。自分のファミリー・ツリー（家系図）って遡ったら何人いるかわか

らないけど、世界中に広がっている訳じゃないですか。三木成夫（解

剖学者・思想家）っていう学者さんの本を読んだ時に、その方が『胎

児の世界 人類の生命記憶』っていう本を書いていて、無意識の記憶

の話をしているんです。例えば毎日通っていて、別に覚えようと思っ

ていないのに、なんか昔の通学路に行けば色々な感覚を全部覚え

ている。無意識の記憶ですね。それって、死んで次の世代にいっても

残っちゃうんじゃないかと思っていて、覚えようと思ったことだけで

はなくて、痛い思いをしたとか、トラウマとか、なんかこの哺乳類に

喰われそうになったとか（笑）、なんかそういう風に思っていて、その

本を読んだ時にしっくりきて、そういえばどの国に行っても懐かしい

なって思う瞬間があるなって。

そうですね。海を触って「懐かしい」って思ったり、海の向こうから来

た記憶があるとか。なんかそういう素敵なことは信用していて、

ちゃんと拾って、無視しないでいこうと思っています。だから雲南省

のハーモニーだったりも音源じゃなくて現地で聴きたい。空気中に

どう響いているのか聴いてみたいっていうのもあるし、何より現地

に行くと、なんでそういう発声なのかがわかってくるんです。わか

るっていうか、声とか踊りとか、土地の食べ物とか空気を吸ってい

るうちに、自分の体が変化しているのが面白くて。行ってやってる方

が絶対上達するだろうなって思いました。

とにかく迷惑を人にかける？人を頼ってお願いをしてちゃんとお礼

をする。お礼を言う。恩を覚えていく。で、頼りまくる。いろんな人を

自分から捕まえて頼る。私、インドに行く前に「インドは危ない」っ

て言われたんですけど、私は危ない人に捕まる前に周りの人を私

が捕まえれば良いと思っていて（笑）。そっちの方が確率が高いじゃ

ないですか？たまたま悪い人に声をかけちゃったらすごいけど。

―これまでに一番影響を受けた旅先は？

インドで感じた“ふるさと”東京に
無理やり自分を
住まわせていることに気付く

自然の強さ、集落の人 と々の出会いに
感化された屋久島での体験

自分の方向性を決めるため
旅に出る

そうですね。でも、ちゃんとその場で自分が「本当に助かった」と

思っていれば、その助けた人も救われているんじゃないかなとも

思うんです。私は「迷惑かけるな」って言われて育ったのは良くな

かったんじゃないかと思っていて。なんだろうな。いろんな人に

頼って、もっとちゃんとお礼をすることを習うべきだったと思うし、

そう教えなきゃと思う。人に頼むことがきっかけで仲良くなれるこ

ともあるし！

数年前にアメリカの皆既日食フェスにひとりで行った時も、寝袋を

どこかに落としちゃったけど現地で良い人に声かけてその人の車

に転がり込ませてもらいました（笑）。大変だけど、そういうハプニ

ングもまた旅の楽しみですよね。

―コムアイさんが次に行ってみたい旅先を教えてください！

次に目指すのは
「無意識の記憶」を辿る旅

画像 ： YouTube
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と反省したり、実感しましたね。

屋久島はとにかく水の島！とにかく雨が降って、山の自然がドーン

と真ん中にあって、その谷の隙間で人間がこっそり暮らしてきた、と

いう印象です。集落同士の付き合いも昔はそんなに無かったみた

い。今は車で簡単に一周できますが。

意外だったのは、本州っぽい雰囲気だったこと。ガジュマルもある

んだけど、沖縄ともちょっと違っていて、本州で見たような木もいっ

ぱいあるんですよ。標高の高いところからすぐに海に続いていくか

ら、いろんな生態が詰まっているようでした。でも、哺乳類はすごく

種類が少ないんですよ。

「オハラさん」っていう私がすごく好きな屋久島のガイドさんがい

て、その人に色々教えてもらいました。苔とか地質学とか、昆虫とか

にすごく詳しいけど、わからないことは「わからない」ってちゃんと

言ってくれるから信用できる方。あとは妖怪も好きで、民俗学とか

もすごく詳しい人なんですよね。声が森本レオさんみたいで超癒

されるんです（笑）。一緒にルーペを持って、森に入って色々なこと

を教えてもらいました。大きな地図を広げながらブラタモリみたい

に説明してくれたりとか。話を聞くのが楽しかったなぁ。

あとは、おばあちゃんたちに会えたのが良かったですね。中間（なかま）

集落っていうところがあって、そのおばあちゃんたちは、80～90歳のグ

ループが近くの民家に集まって、喋ってくれたり、唄ってくれたのを録音

して、屋久島で製作した楽曲に使わせてもらいました。おばあちゃんたち

が喋っている声は、まるで一匹の動物みたいなんですよね。「ざわざわざ

わざわざわーっ」って全員が話す声が全部繋がっていて。で、ふっと終

わったと思ったら、また風がざわーって吹くみたいに「ざわざわざ

わー」って始まって。ずっとそれを聴きながら昼寝したい感じだった。おじ

いさんやおばあさんとの出会いや交流は、どこの国とか場所に行って

も、本当に嬉しい。年々そういう気持ちが強くなってきています。

またインドに戻りたいかなぁ。次は歌を習いに行きたいですね。

あー、でも他にもめちゃくちゃいっぱいあるな……。中国の雲南省

にも行きたい。それも目的は歌なんですけど。音楽とか祭が見れた

り、ナーガ族とかのライチョウ祭とか。国内だと岐阜県の「郡上おど

り」に行く予定なんだけど、それも私の中では結構同じ感じですか

る」と思ってやっているんですよね。なんというか、「未来はこういう感覚

でコミュニケーションを取り合う都市ができたらいいよね」ってことを

数日間だけ仮に出現させるみたいなことだと思うんですよ。ただの非

日常のお祭りってことよりも、私はそういうタイプのイベントが好き。２

～３週間みんながそこに寝泊まりしていろんな音楽を見ていると、私

が今やっていることと、やりたいことがかけ離れているなっていうこと

をニュートラルに見られる。

旅を通じて外側の世界がどうなっているのかを知ると、普段自分が包

まれている環境の中に余裕が出てくるんですよね。その環境の中で囚

われずに生きることもできるから、今までと同じことをやるにしても、全

然「強さ」が違う。そんなことに気づかされます。だから、旅はどんどんす

るべきだと思う！決して旅人になれって訳じゃなくって、例えばサラリー

マンを続けるのでも良いんだけど、外に出て色々見て、感じて、どこで誰

がどんなことをしているかを知った上で、自分が今やっていることをも

う一度振り返る。それで自分の現状を「イエス」と感じられたら今の仕事

を続けたらいい。戻った時、それまでと仕事の力強さが違うと思う。

2019年の1月に滞在した南インドは、初めて行ったのにすごく故郷

（ふるさと）って感じがしました。東京で故郷をロストした感じってい

うのが、南インドに行った瞬間に「ここだ！」としっくりきて。多分イン

ドって、ある一定の人にとってそういう性質があるんだと思うんです

けど、すごく安心しました。

そこでセルビアのおじいさんに出会ったんですよ。向こうで会った

人の家に泊めてもらっていたんですけど、そのホストの人が「面白い

おじいさんがいるから、その人と一緒にハウスボートで一日出かけ

ようよ」って感じで誘ってもらったんです。けどなんかそのおじいさ

んが「YouTubeで見た映像と全然違う！」って怒っちゃって。期待して

いたものと違ったのかな？10年前に撮影されたYouTubeの映像が

そのままあるって思っていたのもどうかと思うんだけど（笑）、その

怒っているおじいさんを見ながら思ったのは、期待したことが実現

しないのに、私は毎日日本にいるよりも全然楽しいってこと。インド

では３を期待していて１が出ることも結構あるけれど、１だと思っ

ていても６が出ることもあるから。それを見逃しちゃいけないんで

すよ。３が１になったことに注目していたら、１が６になったことを

見逃すんですよね。それで帰ってきてから、他人が思い通りにならな

いことに怒らないというか、自分の心があまり動揺しないというか。

そうですね。あと、自分が都市からどんどん離れようとしていること

にも気付きましたね。滞在期間も長くてどこに行っても良いってい

う旅が久しぶりだったから。それに一人だったし。そうなった時、田

舎で滝がある方とか、湖がある方に足が自然と向いていたのを自

分で振り返って、「あれ、なんで私は東京に住んでいるんだろ

う？」って。無理やり自分を住まわせている感じ。そう感じて、ちょっ

それが小さい頃から嫌いというか気に入らなくて。何も知らないで、

企業に勤めているだけの親や大人が尊敬できなかったところがあっ

たんですよ。

それでファームステイした時に、本当にぐるっと循環しているん

だってことを体感して。野菜や家畜を育てて、鶏に育てた野菜のク

ズとかをあげて、豚には私たちの残飯をあげて。で、豚糞をかき混

ぜて、臭いもすごい強かったものが、ちゃんとだんだん肥料に

なって撒けるようになって……っていう。この時の体験は若いうち

にやって一番良かったかも。なんというか、「生きていける」って

思ったんです。資本主義の社会で、お金をすごく稼がないと幸せ

にはなれないんじゃないかっていう価値観が自分の中で崩れた

というか……。ファームステイは友達も結構オーストラリアとかカ

ナダでやっていますけど、本当にオススメです。私も他の国でもし

てみたいな。

キューバの後にスペインに留学したりしましたけど、その頃にはも

う水曜日のカンパネラの仕事を始めていて。忙しくなって留学を最

後にしばらく４～５年くらい長期のお休みも取らなかったので、旅

行に行きたいって感覚もなくなってしまって、仕事のためになるこ

としかしないみたいな生活が続いたんです。今思うと、「なんか違う

なぁ」って。ここ数年は余裕が出てきて、時間があれば旅行をしてい

るので一年の半分ぐらいは家にいない……（笑）。

自分の今後の活動の方向を決めるために旅する、という感覚は結構

あります。仕事で行くと結構ナーバスになってしまうので、仕事と分け

て時間をとって行ったりしますね。ここ最近では、フェスを目指して行

くっていうのが多いかな。規模が大きいものもあったり、小さいもの

もあったりするんですけど、絶対日本では見られない面白いフェスっ

て世界のあちこちにあるんですよ！

良いフェスって、運営する人たちや参加する人たちが「次の世界を創

「三つ子の魂百まで」ということわざがありますけど、私、３歳にな

るまでに10ヶ国以上旅行していたんです。親が旅行好きだったの

で。記憶にはないんだけど、めちゃくちゃいろんなところに行ってい

て。覚えているところだと、タイ、韓国、オーストラリアとか。海外で

よく吐いていたと親に聞いたのですが、各地で色んな菌をもらって

いたみたいです（笑）。

だからなのか、移動しているのがすごく自分の性に合っている感じ

がしますね。ちなみに私は蟹座なんですけど、水に関係する星座っ

て動き続ける性質があるとかないとか（笑）。今やっている音楽の

興行の仕事は好きなんです。お芝居だと同じ場所でしばらくロケし

たり稽古したりが多いと思うんですけど、ツアーやフェスは同じよ

うなパフォーマンスをいろんな違う場所でやることで、お客さんに

見てもらうから移動が仕事のような感じ。嫌じゃないというか、移

動して疲れるっていうのはそんなにないんですよね。飛行機には

死ぬほど乗っているけど、いまだに、窓から見える景色は真新しい。

あと乗り物で寝るのも得意で、どれだけでも眠れます。列車もいい

し、船旅もいいですよね。車は免許を持ってないですが、運転しな

がら車中で歌えるのでいいなと思います。

覚えている中で一番強い記憶は、幼稚園児の頃にハワイのマウイ

島の山奥に滞在していたときかな。今でいうairbnbみたいな感じ

かな。雨漏りがすごくて、家中にバケツが置いてあった。お風呂の

壁にゲッコウがいっぱい張り付いていた。海にはほとんど行かな

いマウイ生活で、帰ってきてから「あ、いまマウイの匂いがし

た！」って思うことが今でもたまにありますが、潮ではなく湿った

土の匂いです。

自分で意識して旅をしようと思ったのは15～16歳の時ですね。九州

のおばあちゃんの家を目指して青春18きっぷを使って途中岡山とか

広島とかにも寄りながら旅行しました。

17歳の時にはキューバに行ったんですけど、これは自分にとって大

きなチャレンジでした。お金も周囲の人から集めて……

そうです(笑)。「日本とは全然イデオロギーが違う国の同年代の言

葉を聞きたい」って大義名分で。飛行機代は親に出してもらったん

ですけど、生活費は周りの人に協力してもらいました。友人と二人

でお金を持ってそうな起業家の人たちにプレゼンをして回りまし

た。「なんで自分たちはキューバに行きたいのか、帰ってきたらどう

報告するのか」を説明して、一口１万円とかでお金を集めました。

今考えると、まとまった額を一人が出さなかったのは、大人たちの

優しさのように感じますね。キューバには３週間滞在したんですけ

ど、節約しながら暮らしました。市場で買えるマンゴー１つが10円

で、二人がお腹いっぱいになるくらいの量なので、毎日食べていま

した。きっと帰る頃は顔が黄色かったと思います。

小学生くらいの時から自分の育った街が嫌いだったんですよ。他

人とのコミュニケーションなく新興住宅街で育ったので、昭和はこ

うじゃなかっただろうと思ったり、下町への憧れもあったんですね。

日本は自殺率が高いですけど、その時は人生が楽しくなかったの

で、自殺する理由がわかるような気がした。なので、一般的に幸福

度が高いと言われる国が見てみたくて、キューバかブータンが候補

に上がって。ブータンの方が渡航費や税金が高かったので、キュー

バにしました。

今日本の若い子たちがあんまり旅行をしないのってお金の心配が

あるからなのかな？

日本と同じ感覚で他の国でもホテルに泊まろうと思って計算し

て、って感じなのかもしれないですね。そういえば思い出したんで

すけど、東京でホステル暮らしを何日かしていたことがあります

(笑)。当時家を持ってなくて、「ホステルから出勤」みたいなことを

していましたね。

オーストラリアといえば農業が盛んな国ですよね。そう言えば、私、高

校時代に茨城県でファームステイを１ヶ月くらいしたことがあって。

まったく自分がしたことのない体験で、「どういう風に物が生まれて、

食べて、捨てたものがどうなるか」っていう、その時に一番自分が知り

たかったことを感じることができたんです。それまでは自分がベルト

コンベアーの一部分だけを担当している感じがしていて、なぜだか

ね。他にも富山県の「おわら風の盆」とか、今年は盆踊りが見たくて。

あとは諏訪大社に今度行くんだけど、諏訪の「ミシャグジ信仰」って

いうのを見に行きたくて。そういう宮本常一（民俗学者）的な、おじい

さんみたいな旅行を始めていますね（笑）。あとは……。

はい。そこを吸収したいですね。それが私にとっての遊びでもある

し。なんか仕事のためって思いたくないんですよね。旅行は全部自

分のためで、仕事のためなんだけど仕事って思っていないから。自

分の仕事は仕事じゃないから。これからも音楽、歌をやっていくんで

すけど。色々な歌う人を見たり、音源を聞いたりとかするときに「これ

は気持ちが持っていかれるな」って思うのは、アイヌのおばあちゃん

の一声だったりとか、雲南省の人のハーモニーとか、インドのラーガ

とかヒンドゥスタニとか、そういうのを聴いて感じます。今はアジア

ばかりですが、そのうち北欧や東欧やアフリカにも興味が移ると思

います。

そうですね。自分と共通するものはどこにでもあると思っているんで

す。自分のファミリー・ツリー（家系図）って遡ったら何人いるかわか

らないけど、世界中に広がっている訳じゃないですか。三木成夫（解

剖学者・思想家）っていう学者さんの本を読んだ時に、その方が『胎

児の世界 人類の生命記憶』っていう本を書いていて、無意識の記憶

の話をしているんです。例えば毎日通っていて、別に覚えようと思っ

ていないのに、なんか昔の通学路に行けば色々な感覚を全部覚え

ている。無意識の記憶ですね。それって、死んで次の世代にいっても

残っちゃうんじゃないかと思っていて、覚えようと思ったことだけで

はなくて、痛い思いをしたとか、トラウマとか、なんかこの哺乳類に

喰われそうになったとか（笑）、なんかそういう風に思っていて、その

本を読んだ時にしっくりきて、そういえばどの国に行っても懐かしい

なって思う瞬間があるなって。

そうですね。海を触って「懐かしい」って思ったり、海の向こうから来

た記憶があるとか。なんかそういう素敵なことは信用していて、

ちゃんと拾って、無視しないでいこうと思っています。だから雲南省

のハーモニーだったりも音源じゃなくて現地で聴きたい。空気中に

どう響いているのか聴いてみたいっていうのもあるし、何より現地

に行くと、なんでそういう発声なのかがわかってくるんです。わか

るっていうか、声とか踊りとか、土地の食べ物とか空気を吸ってい

るうちに、自分の体が変化しているのが面白くて。行ってやってる方

が絶対上達するだろうなって思いました。

とにかく迷惑を人にかける？人を頼ってお願いをしてちゃんとお礼

をする。お礼を言う。恩を覚えていく。で、頼りまくる。いろんな人を

自分から捕まえて頼る。私、インドに行く前に「インドは危ない」っ

て言われたんですけど、私は危ない人に捕まる前に周りの人を私

が捕まえれば良いと思っていて（笑）。そっちの方が確率が高いじゃ

ないですか？たまたま悪い人に声をかけちゃったらすごいけど。

そうですね。でも、ちゃんとその場で自分が「本当に助かった」と

思っていれば、その助けた人も救われているんじゃないかなとも

思うんです。私は「迷惑かけるな」って言われて育ったのは良くな

かったんじゃないかと思っていて。なんだろうな。いろんな人に

頼って、もっとちゃんとお礼をすることを習うべきだったと思うし、

そう教えなきゃと思う。人に頼むことがきっかけで仲良くなれるこ

ともあるし！

数年前にアメリカの皆既日食フェスにひとりで行った時も、寝袋を

どこかに落としちゃったけど現地で良い人に声かけてその人の車

に転がり込ませてもらいました（笑）。大変だけど、そういうハプニ

ングもまた旅の楽しみですよね。

旅先では人に頼りまくる
頼ったことがきっかけで
出会いが生まれる

―1年の半分を費やしても足りませんね（笑）。行き先の軸になってい

るのはその土地に根付いた音楽や踊りですか？

―コムアイさんはどこへ行っても良い出会いをされていますよね。ま

だ旅馴れしていない読者に旅を楽しむコツを教えてください。

―旅先で迷惑をかけた分、普段の生活に戻った時に旅している人を

助けてあげられると、いい世界になりますよね。

―無意識に世代を超えて受け継いできたもの？

―さまざまな土地を訪れることで人間が無意識に共通してもってい

るものを探している、そんな感じでしょうか？
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出演：コムアイ（水曜日のカンパネラ）

監督：（Documentary）鈴木童也　（MV）鎌谷聡次郎

プロデューサー　阿部聡　高島華子　松原史和
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YouTube クリエイターやアーティストによるオリジナル

シリーズや、映画を視聴できるサービスとしてスタートし

たYouTube Originals。

そのオリジナル作品として今年4月からYouTubeで配信

されている水曜日のカンパネラ・コムアイの音楽ドキュメ

ンタリー。

世界自然遺産の屋久島を訪れたコムアイが、現地の人々

や壮大な自然に身を委ね、フィールド・レコーディングを

行いながら、新たな楽曲を生み出す姿を追いかけた。最

終エピソードのMVは、コムアイと屋久島大自然がCGと融

合して生まれた超大作。

YouTube Originals

※なお、当選発表は、商品の発送を以てかえさせていただきます。

ヘアメイク：SAKIE（FLEURI）／スタイリスト：risa kato／フォト：上田崇
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と反省したり、実感しましたね。

屋久島はとにかく水の島！とにかく雨が降って、山の自然がドーン

と真ん中にあって、その谷の隙間で人間がこっそり暮らしてきた、と

いう印象です。集落同士の付き合いも昔はそんなに無かったみた

い。今は車で簡単に一周できますが。

意外だったのは、本州っぽい雰囲気だったこと。ガジュマルもある

んだけど、沖縄ともちょっと違っていて、本州で見たような木もいっ

ぱいあるんですよ。標高の高いところからすぐに海に続いていくか

ら、いろんな生態が詰まっているようでした。でも、哺乳類はすごく

種類が少ないんですよ。

「オハラさん」っていう私がすごく好きな屋久島のガイドさんがい

て、その人に色々教えてもらいました。苔とか地質学とか、昆虫とか

にすごく詳しいけど、わからないことは「わからない」ってちゃんと

言ってくれるから信用できる方。あとは妖怪も好きで、民俗学とか

もすごく詳しい人なんですよね。声が森本レオさんみたいで超癒

されるんです（笑）。一緒にルーペを持って、森に入って色々なこと

を教えてもらいました。大きな地図を広げながらブラタモリみたい

に説明してくれたりとか。話を聞くのが楽しかったなぁ。

あとは、おばあちゃんたちに会えたのが良かったですね。中間（なかま）

集落っていうところがあって、そのおばあちゃんたちは、80～90歳のグ

ループが近くの民家に集まって、喋ってくれたり、唄ってくれたのを録音

して、屋久島で製作した楽曲に使わせてもらいました。おばあちゃんたち

が喋っている声は、まるで一匹の動物みたいなんですよね。「ざわざわざ

わざわざわーっ」って全員が話す声が全部繋がっていて。で、ふっと終

わったと思ったら、また風がざわーって吹くみたいに「ざわざわざ

わー」って始まって。ずっとそれを聴きながら昼寝したい感じだった。おじ

いさんやおばあさんとの出会いや交流は、どこの国とか場所に行って

も、本当に嬉しい。年々そういう気持ちが強くなってきています。

またインドに戻りたいかなぁ。次は歌を習いに行きたいですね。

あー、でも他にもめちゃくちゃいっぱいあるな……。中国の雲南省

にも行きたい。それも目的は歌なんですけど。音楽とか祭が見れた

り、ナーガ族とかのライチョウ祭とか。国内だと岐阜県の「郡上おど

り」に行く予定なんだけど、それも私の中では結構同じ感じですか

る」と思ってやっているんですよね。なんというか、「未来はこういう感覚

でコミュニケーションを取り合う都市ができたらいいよね」ってことを

数日間だけ仮に出現させるみたいなことだと思うんですよ。ただの非

日常のお祭りってことよりも、私はそういうタイプのイベントが好き。２

～３週間みんながそこに寝泊まりしていろんな音楽を見ていると、私

が今やっていることと、やりたいことがかけ離れているなっていうこと

をニュートラルに見られる。

旅を通じて外側の世界がどうなっているのかを知ると、普段自分が包

まれている環境の中に余裕が出てくるんですよね。その環境の中で囚

われずに生きることもできるから、今までと同じことをやるにしても、全

然「強さ」が違う。そんなことに気づかされます。だから、旅はどんどんす

るべきだと思う！決して旅人になれって訳じゃなくって、例えばサラリー

マンを続けるのでも良いんだけど、外に出て色々見て、感じて、どこで誰

がどんなことをしているかを知った上で、自分が今やっていることをも

う一度振り返る。それで自分の現状を「イエス」と感じられたら今の仕事

を続けたらいい。戻った時、それまでと仕事の力強さが違うと思う。

2019年の1月に滞在した南インドは、初めて行ったのにすごく故郷

（ふるさと）って感じがしました。東京で故郷をロストした感じってい

うのが、南インドに行った瞬間に「ここだ！」としっくりきて。多分イン

ドって、ある一定の人にとってそういう性質があるんだと思うんです

けど、すごく安心しました。

そこでセルビアのおじいさんに出会ったんですよ。向こうで会った

人の家に泊めてもらっていたんですけど、そのホストの人が「面白い

おじいさんがいるから、その人と一緒にハウスボートで一日出かけ

ようよ」って感じで誘ってもらったんです。けどなんかそのおじいさ

んが「YouTubeで見た映像と全然違う！」って怒っちゃって。期待して

いたものと違ったのかな？10年前に撮影されたYouTubeの映像が

そのままあるって思っていたのもどうかと思うんだけど（笑）、その

怒っているおじいさんを見ながら思ったのは、期待したことが実現

しないのに、私は毎日日本にいるよりも全然楽しいってこと。インド

では３を期待していて１が出ることも結構あるけれど、１だと思っ

ていても６が出ることもあるから。それを見逃しちゃいけないんで

すよ。３が１になったことに注目していたら、１が６になったことを

見逃すんですよね。それで帰ってきてから、他人が思い通りにならな

いことに怒らないというか、自分の心があまり動揺しないというか。

そうですね。あと、自分が都市からどんどん離れようとしていること

にも気付きましたね。滞在期間も長くてどこに行っても良いってい

う旅が久しぶりだったから。それに一人だったし。そうなった時、田

舎で滝がある方とか、湖がある方に足が自然と向いていたのを自

分で振り返って、「あれ、なんで私は東京に住んでいるんだろ

う？」って。無理やり自分を住まわせている感じ。そう感じて、ちょっ

それが小さい頃から嫌いというか気に入らなくて。何も知らないで、

企業に勤めているだけの親や大人が尊敬できなかったところがあっ

たんですよ。

それでファームステイした時に、本当にぐるっと循環しているん

だってことを体感して。野菜や家畜を育てて、鶏に育てた野菜のク

ズとかをあげて、豚には私たちの残飯をあげて。で、豚糞をかき混

ぜて、臭いもすごい強かったものが、ちゃんとだんだん肥料に

なって撒けるようになって……っていう。この時の体験は若いうち

にやって一番良かったかも。なんというか、「生きていける」って

思ったんです。資本主義の社会で、お金をすごく稼がないと幸せ

にはなれないんじゃないかっていう価値観が自分の中で崩れた

というか……。ファームステイは友達も結構オーストラリアとかカ

ナダでやっていますけど、本当にオススメです。私も他の国でもし

てみたいな。

キューバの後にスペインに留学したりしましたけど、その頃にはも

う水曜日のカンパネラの仕事を始めていて。忙しくなって留学を最

後にしばらく４～５年くらい長期のお休みも取らなかったので、旅

行に行きたいって感覚もなくなってしまって、仕事のためになるこ

としかしないみたいな生活が続いたんです。今思うと、「なんか違う

なぁ」って。ここ数年は余裕が出てきて、時間があれば旅行をしてい

るので一年の半分ぐらいは家にいない……（笑）。

自分の今後の活動の方向を決めるために旅する、という感覚は結構

あります。仕事で行くと結構ナーバスになってしまうので、仕事と分け

て時間をとって行ったりしますね。ここ最近では、フェスを目指して行

くっていうのが多いかな。規模が大きいものもあったり、小さいもの

もあったりするんですけど、絶対日本では見られない面白いフェスっ

て世界のあちこちにあるんですよ！

良いフェスって、運営する人たちや参加する人たちが「次の世界を創

「三つ子の魂百まで」ということわざがありますけど、私、３歳にな

るまでに10ヶ国以上旅行していたんです。親が旅行好きだったの

で。記憶にはないんだけど、めちゃくちゃいろんなところに行ってい

て。覚えているところだと、タイ、韓国、オーストラリアとか。海外で

よく吐いていたと親に聞いたのですが、各地で色んな菌をもらって

いたみたいです（笑）。

だからなのか、移動しているのがすごく自分の性に合っている感じ

がしますね。ちなみに私は蟹座なんですけど、水に関係する星座っ

て動き続ける性質があるとかないとか（笑）。今やっている音楽の

興行の仕事は好きなんです。お芝居だと同じ場所でしばらくロケし

たり稽古したりが多いと思うんですけど、ツアーやフェスは同じよ

うなパフォーマンスをいろんな違う場所でやることで、お客さんに

見てもらうから移動が仕事のような感じ。嫌じゃないというか、移

動して疲れるっていうのはそんなにないんですよね。飛行機には

死ぬほど乗っているけど、いまだに、窓から見える景色は真新しい。

あと乗り物で寝るのも得意で、どれだけでも眠れます。列車もいい

し、船旅もいいですよね。車は免許を持ってないですが、運転しな

がら車中で歌えるのでいいなと思います。

覚えている中で一番強い記憶は、幼稚園児の頃にハワイのマウイ

島の山奥に滞在していたときかな。今でいうairbnbみたいな感じ

かな。雨漏りがすごくて、家中にバケツが置いてあった。お風呂の

壁にゲッコウがいっぱい張り付いていた。海にはほとんど行かな

いマウイ生活で、帰ってきてから「あ、いまマウイの匂いがし

た！」って思うことが今でもたまにありますが、潮ではなく湿った

土の匂いです。

自分で意識して旅をしようと思ったのは15～16歳の時ですね。九州

のおばあちゃんの家を目指して青春18きっぷを使って途中岡山とか

広島とかにも寄りながら旅行しました。

17歳の時にはキューバに行ったんですけど、これは自分にとって大

きなチャレンジでした。お金も周囲の人から集めて……

そうです(笑)。「日本とは全然イデオロギーが違う国の同年代の言

葉を聞きたい」って大義名分で。飛行機代は親に出してもらったん

ですけど、生活費は周りの人に協力してもらいました。友人と二人

でお金を持ってそうな起業家の人たちにプレゼンをして回りまし

た。「なんで自分たちはキューバに行きたいのか、帰ってきたらどう

報告するのか」を説明して、一口１万円とかでお金を集めました。

今考えると、まとまった額を一人が出さなかったのは、大人たちの

優しさのように感じますね。キューバには３週間滞在したんですけ

ど、節約しながら暮らしました。市場で買えるマンゴー１つが10円

で、二人がお腹いっぱいになるくらいの量なので、毎日食べていま

した。きっと帰る頃は顔が黄色かったと思います。

小学生くらいの時から自分の育った街が嫌いだったんですよ。他

人とのコミュニケーションなく新興住宅街で育ったので、昭和はこ

うじゃなかっただろうと思ったり、下町への憧れもあったんですね。

日本は自殺率が高いですけど、その時は人生が楽しくなかったの

で、自殺する理由がわかるような気がした。なので、一般的に幸福

度が高いと言われる国が見てみたくて、キューバかブータンが候補

に上がって。ブータンの方が渡航費や税金が高かったので、キュー

バにしました。

今日本の若い子たちがあんまり旅行をしないのってお金の心配が

あるからなのかな？

日本と同じ感覚で他の国でもホテルに泊まろうと思って計算し

て、って感じなのかもしれないですね。そういえば思い出したんで

すけど、東京でホステル暮らしを何日かしていたことがあります

(笑)。当時家を持ってなくて、「ホステルから出勤」みたいなことを

していましたね。

オーストラリアといえば農業が盛んな国ですよね。そう言えば、私、高

校時代に茨城県でファームステイを１ヶ月くらいしたことがあって。

まったく自分がしたことのない体験で、「どういう風に物が生まれて、

食べて、捨てたものがどうなるか」っていう、その時に一番自分が知り

たかったことを感じることができたんです。それまでは自分がベルト

コンベアーの一部分だけを担当している感じがしていて、なぜだか

ね。他にも富山県の「おわら風の盆」とか、今年は盆踊りが見たくて。

あとは諏訪大社に今度行くんだけど、諏訪の「ミシャグジ信仰」って

いうのを見に行きたくて。そういう宮本常一（民俗学者）的な、おじい

さんみたいな旅行を始めていますね（笑）。あとは……。

はい。そこを吸収したいですね。それが私にとっての遊びでもある

し。なんか仕事のためって思いたくないんですよね。旅行は全部自

分のためで、仕事のためなんだけど仕事って思っていないから。自

分の仕事は仕事じゃないから。これからも音楽、歌をやっていくんで

すけど。色々な歌う人を見たり、音源を聞いたりとかするときに「これ

は気持ちが持っていかれるな」って思うのは、アイヌのおばあちゃん

の一声だったりとか、雲南省の人のハーモニーとか、インドのラーガ

とかヒンドゥスタニとか、そういうのを聴いて感じます。今はアジア

ばかりですが、そのうち北欧や東欧やアフリカにも興味が移ると思

います。

そうですね。自分と共通するものはどこにでもあると思っているんで

す。自分のファミリー・ツリー（家系図）って遡ったら何人いるかわか

らないけど、世界中に広がっている訳じゃないですか。三木成夫（解

剖学者・思想家）っていう学者さんの本を読んだ時に、その方が『胎

児の世界 人類の生命記憶』っていう本を書いていて、無意識の記憶

の話をしているんです。例えば毎日通っていて、別に覚えようと思っ

ていないのに、なんか昔の通学路に行けば色々な感覚を全部覚え

ている。無意識の記憶ですね。それって、死んで次の世代にいっても

残っちゃうんじゃないかと思っていて、覚えようと思ったことだけで

はなくて、痛い思いをしたとか、トラウマとか、なんかこの哺乳類に

喰われそうになったとか（笑）、なんかそういう風に思っていて、その

本を読んだ時にしっくりきて、そういえばどの国に行っても懐かしい

なって思う瞬間があるなって。

そうですね。海を触って「懐かしい」って思ったり、海の向こうから来

た記憶があるとか。なんかそういう素敵なことは信用していて、

ちゃんと拾って、無視しないでいこうと思っています。だから雲南省

のハーモニーだったりも音源じゃなくて現地で聴きたい。空気中に

どう響いているのか聴いてみたいっていうのもあるし、何より現地

に行くと、なんでそういう発声なのかがわかってくるんです。わか

るっていうか、声とか踊りとか、土地の食べ物とか空気を吸ってい

るうちに、自分の体が変化しているのが面白くて。行ってやってる方

が絶対上達するだろうなって思いました。

とにかく迷惑を人にかける？人を頼ってお願いをしてちゃんとお礼

をする。お礼を言う。恩を覚えていく。で、頼りまくる。いろんな人を

自分から捕まえて頼る。私、インドに行く前に「インドは危ない」っ

て言われたんですけど、私は危ない人に捕まる前に周りの人を私

が捕まえれば良いと思っていて（笑）。そっちの方が確率が高いじゃ

ないですか？たまたま悪い人に声をかけちゃったらすごいけど。

そうですね。でも、ちゃんとその場で自分が「本当に助かった」と

思っていれば、その助けた人も救われているんじゃないかなとも

思うんです。私は「迷惑かけるな」って言われて育ったのは良くな

かったんじゃないかと思っていて。なんだろうな。いろんな人に

頼って、もっとちゃんとお礼をすることを習うべきだったと思うし、

そう教えなきゃと思う。人に頼むことがきっかけで仲良くなれるこ

ともあるし！

数年前にアメリカの皆既日食フェスにひとりで行った時も、寝袋を

どこかに落としちゃったけど現地で良い人に声かけてその人の車

に転がり込ませてもらいました（笑）。大変だけど、そういうハプニ

ングもまた旅の楽しみですよね。

旅先では人に頼りまくる
頼ったことがきっかけで
出会いが生まれる

―1年の半分を費やしても足りませんね（笑）。行き先の軸になってい

るのはその土地に根付いた音楽や踊りですか？

―コムアイさんはどこへ行っても良い出会いをされていますよね。ま

だ旅馴れしていない読者に旅を楽しむコツを教えてください。

―旅先で迷惑をかけた分、普段の生活に戻った時に旅している人を

助けてあげられると、いい世界になりますよね。

―無意識に世代を超えて受け継いできたもの？

―さまざまな土地を訪れることで人間が無意識に共通してもってい

るものを探している、そんな感じでしょうか？
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出演：コムアイ（水曜日のカンパネラ）

監督：（Documentary）鈴木童也　（MV）鎌谷聡次郎
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https://www.youtube.com/playlist?list=
PLl0agMHR9NsTav7wntXI4Vs-lX0LfEbpM

YouTube クリエイターやアーティストによるオリジナル

シリーズや、映画を視聴できるサービスとしてスタートし

たYouTube Originals。

そのオリジナル作品として今年4月からYouTubeで配信

されている水曜日のカンパネラ・コムアイの音楽ドキュメ

ンタリー。

世界自然遺産の屋久島を訪れたコムアイが、現地の人々

や壮大な自然に身を委ね、フィールド・レコーディングを

行いながら、新たな楽曲を生み出す姿を追いかけた。最

終エピソードのMVは、コムアイと屋久島大自然がCGと融

合して生まれた超大作。

YouTube Originals

※なお、当選発表は、商品の発送を以てかえさせていただきます。
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